
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
、
特
定
高
度
情
報
通
信

技
術
活
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発
供
給
及
び
導
入
の
促

進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
第
二
項
、
海
上
運

送
法
第
三
十
九
条
の
三
十
五
第
二
項
並
び
に
造
船

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う

事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
二

項
、産
業
競
争
力
強
化
法
第
百
四
十
五
条
第
一
項
、

特
定
高
度
情
報
通
信
技
術
活
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発

供
給
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条

第
一
項
、
海
上
運
送
法
第
三
十
九
条
の
三
十
七
第

一
項
、
造
船
法
第
三
十
二
条
第
一
項
、
株
式
会
社

国
際
協
力
銀
行
法
第
三
十
九
条
第
一
項
、
沖
縄
振

興
開
発
金
融
公
庫
法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法
第
三
十
八
条
第
一

項
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
十
一
条

第
一
項
並
び
に
第
五
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二

及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
、
特
定
高
度
情
報
通
信

技
術
活
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発
供
給
及
び
導
入
の
促

進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
第
二
項
、
海
上
運

送
法
第
三
十
九
条
の
三
十
四
第
二
項
並
び
に
造
船

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う

事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
二

項
、産
業
競
争
力
強
化
法
第
百
四
十
五
条
第
一
項
、

特
定
高
度
情
報
通
信
技
術
活
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発

供
給
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条

第
一
項
、
海
上
運
送
法
第
三
十
九
条
の
三
十
六
第

一
項
、
造
船
法
第
三
十
一
条
第
一
項
、
株
式
会
社

国
際
協
力
銀
行
法
第
三
十
九
条
第
一
項
、
沖
縄
振

興
開
発
金
融
公
庫
法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法
第
三
十
八
条
第
一

項
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
十
一
条

第
一
項
並
び
に
第
五
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
海
事
産
業
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四

十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
十
一
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。た
だ
し
、

第
三
十
二
条
、
第
百
九
十
六
条
、
第
二
百
十
八
条
、
第
二
百
二
十
七
条
及
び
第
二
百
二
十
九
条
の
改
正
規
定
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
金
融
の
機
能
の
強
化
及
び
安
定
の
確

保
を
図
る
た
め
の
銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
十

一
月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

項
、
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法
第
二
十
七

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特

別
措
置
法
第
五
十
七
条
第
一
項
、
独
立
行
政
法
人

住
宅
金
融
支
援
機
構
法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
独

立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信
用
基
金
法
第
二
十
条
第

一
項
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
国
立
研
究
開
発
法
人
情

報
通
信
研
究
機
構
法
第
二
十
条
第
一
項
、
独
立
行

政
法
人
通
則
法
第
六
十
四
条
第
一
項
（
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
、
独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島

振
興
開
発
基
金
、
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援

機
構
、
独
立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信
用
基
金
、
独

立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
及
び
国
立

研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
に
対
す
る
検

査
に
限
る
。）並
び
に
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
法

附
則
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
査
を

実
施
す
る
。

項
、
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法
第
二
十
七

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特

別
措
置
法
第
五
十
七
条
第
一
項
、
独
立
行
政
法
人

住
宅
金
融
支
援
機
構
法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
独

立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信
用
基
金
法
第
二
十
条
第

一
項
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
国
立
研
究
開
発
法
人
情

報
通
信
研
究
機
構
法
第
二
十
条
第
一
項
、
独
立
行

政
法
人
通
則
法
第
六
十
四
条
第
一
項
（
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
、
独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島

振
興
開
発
基
金
、
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援

機
構
、
独
立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信
用
基
金
、
独

立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
及
び
国
立

研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
に
対
す
る
検

査
に
限
る
。）並
び
に
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
法

附
則
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
査
を

実
施
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
導
入
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
す
る
方

針
）

（
導
入
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
す
る
方

針
）

第
一
条

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

八
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
九
条

の
二
十
五
第
一
項
の
導
入
促
進
円
滑
化
業
務
の
実

施
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
方
針
に
お
い
て
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

八
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
九
条

の
二
十
四
第
一
項
の
導
入
促
進
円
滑
化
業
務
の
実

施
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
方
針
に
お
い
て
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

〇
財

務

省

国
土
交
通
省
令
第
三
号

海
事
産
業
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一

部
の
施
行
に
伴
い
、
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
導
入
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

省
令
及
び
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
事
業
基
盤
強
化
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
導
入
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
省
令
及
び
株

式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
事
業
基
盤
強
化
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
省
令

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
導
入
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改

正
）

第
一
条

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
導
入
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
省
令
（
令

和
三
年
財
務
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
令
第
七
十
七
号

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
第
百
三
十
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
免
許
税

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

登
録
免
許
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

登
録
免
許
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
大
蔵
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
別
表
第
一
第
百
三
十
号

に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
認
定
は
、
船
舶
安
全
法
第
六
条
ノ
四
第
一
項
（
事

業
場
の
認
定
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
認
定
に
係
る
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関

す
る
規
則
第
三
十
七
条
（
認
定
の
有
効
期
間
）
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
後
に
引
き
続
き
当
該
認
定
に
係
る
同
令
第

三
十
三
条
第
一
項
（
認
定
）
の
船
舶
又
は
物
件
の
類
型
ご
と
の
遠
隔
支
援
業
務
の
能
力
と
同
一
の
能
力
に
つ
い
て
受

け
る
同
法
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
認
定
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
海
事
産
業
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四

十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
十
一
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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